
                              

                              

                              

ひ
ま
わ
り
と
神
戸 

 

「
そ
れ
は
亡
く
な
っ
た
妹
が
「
私
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ね
」
と
伝
え
る
た
め
に

姿
を
変
え
て
訴
え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ

た
」
（
『
は
る
か
の
ひ
ま
わ
り
』
ふ
き
の

と
う
書
房
） 

大
震
災
が
神
戸
を
襲
っ
た
一
九
九
五
年
の

夏
、
震
災
で
亡
く
な
っ
た
小
学
六
年
生
児
童

の
住
宅
跡
に
不
思
議
な
こ
と
に
ひ
ま
わ
り
が

次
々
に
花
開
き
、
太
陽
に
向
か
う
力
強
い
姿

が
人
々
の
心
に
希
望
の
灯
を
運
び
ま
し
た
。

『
あ
の
日
を
わ
す
れ
な
い 

は
る
か
の
ひ
ま

わ
り
』
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
『
い
の
ち
の

ひ
ま
わ
り 

は
る
か
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
く
り

も
の
』
（
ハ
ー
ト
出
版
）
な
ど
の
児
童
書

に
も
な
っ
た
実
話
で
す
。 

震
災
六
年
後
に
実
施
さ
れ
た
「
神
戸
か

ら
の
感
謝
の
手
紙
」
事
業
で
は
公
募
の
結

果
、
ひ
ま
わ
り
が
「
感
謝
」
の
シ
ン
ボ
ル

フ
ラ
ワ
ー
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
『
神

戸
21
世
紀
・
復
興
記
念
事
業
の
記
録
』

（
神
戸
市
）
で
は
三
〇
万
本
の
ひ
ま
わ
り

が
咲
く
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
会
場
や
垂
水

ひ
ま
わ
り
街
道
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
年
も
神
戸
市
内
の
学
校
や
地
域
の
花

壇
で
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
か
け
が
え
の
な
い
も
の
の
記
憶
、
想

い
も
未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。 

－神戸ふるさと文庫だより－ 

か
つ
て
大
倉
山
公
園
の
頂
上
に
あ
っ
た
伊
藤
博
文
像 

（
『
故
伊
藤
公
爵
銅
像
建
設
顛
末
』
か
ら
引
用
） 

 
 
 
 

４
面
ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
コ
ウ
ベ
77 
に
記
事 

ＫＯＢＥの本棚 
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－神戸ふるさと文庫だより－ 



－新しく入った本－ 

教
え
て
！
先
輩
!!
―
中
学
生
か
ら
の
仕
事

探
し
夢
探
し 

神
戸
新
聞
「
週
刊
ま
な

び
ー
」
編
集
部
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ

ン
タ
ー
） 

 
 

中
高
生
に
向
け
て
、
兵
庫
県
内
で
働 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

く
「
先
輩
」
た
ち
が
各
々
の
仕
事
の
魅

力
に
つ
い
て
語
り
か
け
る
。
保
育
士
、

警
察
官
、
獣
医
師
、
パ
テ
ィ
シ
エ
、
書

店
員
、
陶
芸
家
な
ど
職
種
も
多
彩
だ
。 

外
か
ら
で
は
分
か
り
に
く
い
仕
事
内

容
や
、
そ
の
仕
事
な
ら
で
は
の
苦
労
話
、

就
職
に
い
た
る
経
緯
、
そ
し
て
何
よ
り

仕
事
で
得
ら
れ
る
喜
び
。
進
路
を
考
え

始
め
る
中
高
生
に
と
っ
て
、
身
近
な
場

所
で
活
躍
す
る
職
業
人
達
の
生
の
声
は
、

大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

生
田
の
杜
と
ミ
ナ
ト
神
戸
の
事
始
め 

加

藤
隆
久
（
戎
光
祥
出
版
） 

 
 

著
者
の
加
藤
さ
ん
は
生
田
神
社
の
宮 
 
 
 
 

司
で
、
愛
し
て
や
ま
ぬ
神
戸
の
街
と
生

田
神
社
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
歴

史
を
紹
介
し
て
い
る
。 

「
生
田
の
杜
も
の
が
た
り
」
「
神
戸

歴
史
も
の
が
た
り
」
「
ミ
ナ
ト
神
戸
の

事
始
め
」
「
語
り
継
ぐ
―
神
戸
―
」
の

四
章
か
ら
な
り
、
写
真
や
絵
図
も
豊
富

で
幅
広
い
層
に
も
わ
か
り
や
す
く
書
か

れ
、
神
戸
の
様
々
な
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。 

        

よ
み
が
え
る
神
戸 

危
機
と
復
興
契
機
の

地
理
的
不
均
衡 

デ
ビ
ッ
ド
・
Ｗ
・
エ
ジ

ン
ト
ン
（
海
青
社
）  

震
災
後
の
神
戸
に
お
け
る
復
興
過
程

を
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
検
証
し

た
労
作
。
著
者
の
デ
ビ
ッ
ド
・
エ
ジ
ン

ト
ン
教
授
は
、
震
災
当
時
京
都
に
滞
在

し
て
お
り
、
平
成
七
年
か
ら
十
年
間
、

継
続
的
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
。 

被
害
の
状
況
か
ら
、
行
政
に
よ
る
復 

興
計
画
の
策
定
、
住
民
の
反
対
運
動
や

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
ま
で
、
復
興
の

課
題
が
丹
念
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
        

神
戸
謎
解
き
散
歩 

大
国
正
美
編
著
（
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
） 

 
 

神
戸
の
街
を
不
思
議
と
謎
解
き
の
形 

式
で
案
内
し
た
も
の
。 

六
甲
山
の
地
名
の
由
来
や
異
人
館
建 

築
、
灘
の
酒
、
洋
服
や
ス
イ
ー
ツ
、
ス 

ポ
ー
ツ
な
ど
神
戸
な
ら
で
は
の
話
題
に 

始
ま
り
、
歴
史
や
産
業
、
人
物
、
文
学
、 

自
然
そ
し
て
震
災
な
ど
八
章
に
わ
け
幅 

広
く
解
説
す
る
。
全
体
を
通
し
て
神
戸 

の
豊
か
な
歴
史
や
文
化
と
と
も
に
新
た 

な
一
面
も
見
え
て
く
る
。 

 川
西
英
が
手
が
け
た
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事-

KAWANISHI DESIGN WORKS 

シ
ー
ズ
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、 

神
戸
市
広
報
課
編

（
シ
ー
ズ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
） 

 
 

川
西
英
は
、
『
神
戸
百
景
』
の
作
者

と
し
て
も
知
ら
れ
、
神
戸
っ
子
の
心
に

残
る
作
品
を
多
く
生
み
出
し
た
。
本
書

は
彼
の
「
神
戸
」
「
サ
ー
カ
ス
」
「
祭
」

「
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」
「
記
念
」
「
本
」

「
店
」
に
つ
い
て
の
商
業
デ
ザ
イ
ン
を

計
四
〇
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
紹
介
す
る
。 

 
 

解
説
に
は
執
筆
者
た
ち
の
思
い
出
が

随
所
に
折
り
込
ま
れ
、
作
品
が
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
ら
れ
る
。 

神
戸
の
町
を
描
き
続
け
た
彼
も
没
後

ま
も
な
く
五
〇
年
。
そ
の
魅
力
は
今
も

色
褪
せ
て
い
な
い
。 

へ
る
ん
先
生
の
汽
車
旅
行 

小
泉
八
雲
、
旅
に

暮
ら
す 

芦
原
伸
（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
） 

 
 

日
本
で
は
「
へ
る
ん
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
）
の
一
生
は
旅
の
連
続
で
あ
っ

た
。
ハ
ー
ン
は
ギ
リ
シ
ア
に
生
ま
れ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
育
ち
、
ア
メ
リ
カ
で

新
聞
記
者
と
な
り
、
そ
の
後
職
を
求
め

て
日
本
に
渡
り
、
英
語
教
師
を
務
め
る

か
た
わ
ら
文
学
作
品
を
執
筆
し
た
。
ま

た
明
治
二
十
七
年
に
は
神
戸
に
滞
在
し

て
英
字
新
聞
「
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
で

論
説
文
の
執
筆
も
行
っ
た
。 

 
 

著
者
は
主
に
鉄
道
を
使
い
ハ
ー
ン
が

旅
し
た
道
の
り
を
追
い
か
け
て
い
く
。

ハ
ー
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
出
会
っ

た
人
物
や
で
き
ご
と
の
取
材
を
通
じ
て
、

彼
が
異
文
化
と
ど
う
接
し
て
き
た
か
を

探
り
、
作
品
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
し
た

か
を
考
察
す
る 

         

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200149810&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200361030&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200149450&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200365862&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200150591&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200368918&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200150992&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200369819&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200153625&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200375426&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200150947&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200371226&type=CtlgBook


－新しく入った本－ 

                                神戸市                                                             
                                            

         

翔
ぶ
少
女 

原
田
マ
ハ
（
ポ
プ
ラ
社
） 

 
 

阪
神･

淡
路
大
震
災
を
生
き
延
び
た
少

女
の
姿
を
生
き
生
き
と
し
た
神
戸
弁
で

描
い
た
小
説
。
長
田
区
に
住
む
丹
華
は
、

小
学
三
年
の
時
に
被
災
し
、
両
親
も
家

業
の
パ
ン
屋
の
店
も
失
っ
た
。
怪
我
を

負
っ
た
丹
華
は
、
近
所
の
精
神
科
医
に

救
わ
れ
、
こ
の
医
師
と
兄
妹
４
人
で
、

新
た
な
家
族
と
な
っ
て
暮
ら
し
始
め
る
。 

少
女
の
成
長
の
物
語
を
縦
糸
に
、
避

難
所
や
仮
設
住
宅
な
ど
、
復
興
へ
の
道

の
り
を
巧
み
に
織
り
込
ん
で
い
る
。 

      

大
阪
・
神
戸
の
近
代
化
遺
産
を
訪
ね
て
―

大
人
の
散
歩 

國
眼
隆
一
と
ト
イ
ロ
・
ビ

ジ
ネ
ス
編
著
（
自
然
総
研
） 

 
 

神
戸
の
教
会
と
寺
院
、
旧
居
留
地
や

神
戸
港
な
ど
を
カ
ラ
ー
写
真
と
と
も
に

各
六
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。
現
在

の
様
子
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
経
緯
や

そ
の
建
設
技
術
に
も
思
い
を
巡
ら
せ
て

い
る
。
所
在
地
と
ア
ク
セ
ス
、
見
学
や

問
い
合
わ
せ
先
も
載
っ
て
い
る
の
で
、

本
を
片
手
に
興
味
の
あ
る
場
所
を
訪
ね

て
み
る
の
も
面
白
い
。 

MAKINO

ー
牧
野
富
太
郎
生
誕
150
年
記
念

出
版 

高
知
新
聞
社
編
（
北
隆
館
） 

牧
野
富
太
郎
と
い
え
ば
、
我
が
国
の

植
物
学
の
基
礎
を
築
い
た
人
物
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。 

こ
の
本
は
、
高
知
県
の
新
聞
社
が
郷

土
の
偉
人
を
取
り
上
げ
た
連
載
記
事
に

加
筆
し
た
も
の
だ
が
、
牧
野
と
神
戸
、

兵
庫
と
の
縁
の
深
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

神
戸
市
の
「
六
甲
高
山
植
物
園
」
は
、

日
本
で
最
も
古
い
高
山
植
物
園
で
、
牧

野
の
指
導
を
受
け
て
一
九
三
三
年
（
昭

和
八
）
に
開
園
し
た
。
ま
た
、
兵
庫
県

の
県
花
「
の
じ
ぎ
く
」
は
、
一
八
八
四

年(
明
治
一
七)

に
牧
野
が
高
知
県
で
見

出
し
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。 

牧
野
が
そ
の
出
版
に
情
熱
を
傾
け
た

『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』
の
原
画
や
、

牧
野
の
採
集
し
た
標
本
な
ど
貴
重
な
資

料
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
、
牧
野
を
よ
く

知
ら
な
い
人
に
も
楽
し
め
る
伝
記
と

な
っ
て
い
る
。 

        

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

そ
し
て
、
星
の
輝
く
夜
が
く
る 

真
山
仁

（
講
談
社
） 

六
甲
山
シ
ー
ズ
ン
ガ
イ
ド
春
・
夏 

根
岸

真
理
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

         

  

              

阪
神
国
道
電
車
―1975

年
廃
止
そ
の
昭
和

浪
漫
を
求
め
て 

神
戸
鉄
道
大
好
き
会
編

著
（
ト
ン
ボ
出
版
） 

理
科
の
散
歩
道
―
化
学
の
み
ち
し
る
べ 

栗
岡
誠
司
編
著
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ

ン
タ
ー
） 

   

神戸あんな人こんな人 その 1 

 

川西和露  明治 8 年（1875）～昭和 20 年（1945） 

川西和露は、兵庫区東出町の生まれで本名を徳三郎といい、鉄材商を営んで

いました。河東碧梧桐に師事、五七五にとらわれない自由律俳句を詠みまし

た。個人誌『阿蘭陀渡』、自選集『和露句集』5 巻を刊行、碧梧桐主宰の俳誌

『海紅』に創刊号（大正 4 年）から参画しました。『海紅』には弟の川西英雄

（版画家・川西英）も挿絵を寄せています。 
 和露は古俳書蒐集家としても知られ、『和露文庫俳書目』を神戸の俳誌『ひむ

ろ』に連載しました。その古俳書は現在、天理図書館に収められています。 
大正 13 年、和露は明治以後の活字版の俳諧書 570 冊を神戸市立図書館に寄贈

しました。当館ではそれをもとに俳諧関係の図書を充実させ、昭和 5 年に『神

戸俳諧文庫目録』を発行しました。現在、文庫は解体され一般蔵書に組み入れ

られています。本の扉には「和露文庫」の蔵書印がくっきりと押されていま

す。 
    朝顔摘んでそれをどうせうとせぬあいだ  
    草の上はぬくいみかんもぐ        
    とんびが鳴いた烏が鳴かすのやろ     

     海の空の汐つぽい一つ星         
『和露句集』より 

 

に
け 

かわにしわろ 

おらんだわたる 

かいこう 

 

かわひがしへきごどう 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200148437&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200365150&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200153295&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200374318&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200150331&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200368002&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200151437&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200373244&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200154120&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200375811&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200153157&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200375525&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200152682&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200376663&type=CtlgBook
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
77 

 
大
倉
山
と
伊
藤
博
文
像
台
座 

 
 

備
前
岡
山
藩
主
池
田
光
正
は
、
曾
祖
父

池
田
信
輝
・
祖
父
輝
政
が
荒
木
村
重
の
花

熊
城
を
落
城
さ
せ
た
記
録
と
し
て
『
摂
津

国
花
熊
之
城
図
』
を
作
成
さ
せ
ま
す
（
八

木
哲
浩
「
池
田
家
文
庫
『
花
熊
之
城
図
』

考
」
『
地
域
研
究
い
た
み
』
十
四
号
）
。 

花
熊
城
の
規
模
、
ま
た
池
田
方
の
布
陣

な
ど
が
付
近
の
地
図
の
中
に
記
録
さ
れ
て

い
る
こ
の
図
中
に
は
大
倉
山
が
描
か
れ
、

「
金
剛
寺
山
」
と
注
記
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
「
広
厳
寺
山
」
の
誤
記
で
、
古
く
大
倉

山
は
麓
に
あ
る
寺
の
名
か
ら
広
厳
寺
山
と

よ
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
に
入
り
、
元
和
三
年
（
一
六

一
七
）
、
当
地
は
尼
崎
藩
領
と
な
り
、
戸

田
氏
が
初
代
領
主
と
な
り
ま
す
。
つ
い
で

寛
永
十
二 

年
（
一
六
三
五
）
に
青
山
氏
が

二
代
目
藩
主
に
な
る
と
、
貞
享
元
年(

一
六

八
四)

、
青
山
家
の
墓
所
が
山
上
に
営
ま
れ
、

さ
ら
に
貞
享
三
年(

一
六
八
六
）
に
は
、
現

在
の
尼
崎
市
大
物
に
あ
っ
た
安
養
寺
が
山

麓
に
移
さ
れ
て
青
山
家
の
菩
提
寺
と
な
り
、

そ
れ
以
降
こ
の
山
は
安
養
寺
山
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
『
生
田
の
い
ま

む
か
し
』
生
田
区
振
興
連
絡
協
議
会
）
。 

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
測
量
さ

れ
た
地
図
『
仮
製
図
』
を
見
る
と
大
倉
山

の
南
半
分
は
墓
地
と
な
っ
て
い
て
、
青
山

公
墓
地
の
文
字
も
見
え
ま
す
。
頂
上
の
標

高
も
現
在
の
四
三
・
一
㍍
と
は
大
き
く
異

な
り
、
五
五
・
七
㍍
あ
り
ま
し
た
。 

明
治
八
年
、
安
養
寺
山
の
大
半
は
官
有

地
と
な
り
ま
す
が
、
払
い
下
げ
に
よ
り
実

業
家
大
倉
喜
八
郎
の
所
有
と
な
り
、
別
邸

「
安
養
山
荘
」
が
山
上
に
建
築
さ
れ
ま
す
。 

明
治
三
十
一
年
、
か
つ
て
県
令
で
あ
っ

た
伊
藤
博
文
が
こ
こ
に
宿
泊
し
た
際
、
大

倉
に
宛
て
た
礼
状
に
「
昼
夜
涼
風
吹
不
断
、

神
戸
第
一
の
眺
望
且
避
暑
地
に
有
之
」
と

安
養
山
荘
を
詠
み
ま
し
た
（
武
岡
豊
大

「
大
倉
山
公
園
由
来
」
『
鶴
翁
餘
影
』
所

収 

鶴
友
会
）
。
こ
の
礼
状
の
写
真
は
『
故

伊
藤
公
爵
銅
像
建
設
顛
末
』
（
故
伊
藤
公

銅
像
建
設
会
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

明
治
四
十
二
年
、
伊
藤
博
文
が
暗
殺
さ

れ
る
と
、
「
偶
々
神
戸
市
を
中
心
と
し
て
、

公
の
銅
像
を
建
立
す
る
議
が
起
つ
て
居
た

が
、
敷
地
に
適
当
の
処
が
無
く
行
悩
ん
で

居
た
。
ソ
コ
デ
翁
は
其
の
別
荘
を
公
が
生

前
非
常
に
好
ん
で
居
た
こ
と
を
思
ひ
起
し

て
、
銅
像
建
設
地
と
し
て
神
戸
市
に
提
供

し
、
同
時
に
公
園
と
し
て
市
民
に
開
放
し

た
な
ら
ば
、
公
の
英
霊
に
対
す
る
手
向
と

も
な
り
、
又
た
神
戸
市
民
の
休
養
安
息
場

と
も
な
る
可
し
と
」
（
『
大
倉
鶴
彦
翁
』

民
友
社
）
、
伊
藤
の
銅
像
を
建
て
公
園
と

し
て
公
開
す
る
と
い
う
条
件
で
、
翌
年
八

月
、
大
倉
は
所
有
す
る
安
養
寺
山
の
土

地
・
別
邸
を
市
に
寄
付
し
ま
す
。 

市
で
は
寄
付
者
の
名
前
を
と
っ
て
安
養

寺
山
を
大
倉
山
に
、
安
養
山
荘
は
伊
藤
の

雅
号
を
と
っ
て
春
畝
館
と
改
名
し
、
明
治

四
十
四
年
に
大
倉
山
公
園
が
開
園
し
ま
す
。

大
倉
山
の
最
高
所
に
建
て
ら
れ
た
伊
藤
の

銅
像
の
除
幕
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
（
『
神

戸
市
史
』
第
三
集 

社
会 

文
化
編
）
。 

フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
用
し
、
自
身
が

起
草
の
中
心
と
な
っ
た
帝
国
憲
法
草
按
を

手
に
す
る
伊
藤
博
文
像
（
表
紙
に
写
真
）

は
高
さ
十
尺
（
三
・
〇
三
㍍
）
あ
り
ま
し

た
。
原
型
製
作
は
小
倉
惣
五
郎
、
鋳
造
は

久
野
留
之
介
に
よ
り
ま
す
。
台
座
を
設
計

し
た
の
は
京
都
大
学
初
代
建
築
学
科
教
授

の
武
田
五
一
で
す
（
長
谷
川
尭
『
日
本
の

建
築[

明
治 

大
正 

昭
和]

四 

議
事
堂
へ
の

系
譜
』
）
。
そ
の
構
造
は
「
四
面
方
形
の

石
造
」
で
、
「
下
層
は
野
面
ら
石
を
崩
れ

積
と
し
上
層
は
階
段
造
り
に
畳
積
」
で

「
面
積
三
十
尺
方
」･

「
総
高
サ
三
十
一
尺

五
寸
」
が
あ
り
ま
し
た
（
『
故
伊
藤
公
爵

銅
像
建
設
顛
末
』
）
。 

そ
の
後
、
昭
和
十
年
に
神
戸
市
公
会
堂

の
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
建
設
予
定

地
で
あ
る
大
倉
山
の
頂
上
に
あ
っ
た
こ
の

像
は
台
座
と
と
も
に
西
側
、
現
在
の
所
在

地
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
台
座
と
銅
像
を
移
動
し
た
あ

と
、
公
会
堂
は
戦
争
に
と
も
な
う
鉄
材
の

使
用
制
限
な
ど
に
よ
り
建
設
中
止
と
な
り
、

さ
ら
に
銅
像
自
体
も
金
属
類
回
収
令
に
よ

り
「
お
国
の
た
め
」
赤
ダ
ス
キ
を
掛
け
ら

れ
て
率
先
し
て
供
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
前
後
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
『
神

戸
の
本
棚
』
66
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

現
在
残
る
台
座
上
部
の
形
状
、
「
階
段

造
り
に
畳
積
」
は
階
段
状
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を

あ
ら
わ
し
て
い
て
、
こ
れ
に
は
暗
殺
さ
れ

た
伊
藤
の
霊
廟
と
し
て
の
意
味
あ
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
か
た
ち
は
国
会

議
事
堂
中
央
塔
と
共
通
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
、
設
計
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
国
会

議
事
堂
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
台
座
の
設
計
者

武
田
五
一
の
愛
弟
子
で
あ
る
吉
武
東
里
ら

が
師
の
意
匠
を
取
り
入
れ
て
設
計
し
た
も

の
で
す
。
明
治
憲
法
起
草
の
中
心
に
あ
り
、

初
代
を
含
め
四
度
の
内
閣
総
理
大
臣
、
初

代
枢
密
院
議
長
・
初
代
貴
族
院
議
長
を
歴

任
し
近
代
日
本
政
治
の
か
た
ち
を
方
向
づ

け
た
伊
藤
博
文
。
「
命
を
か
け
た
国
政
へ

の
参
画
の
道
」
を
議
員
に
自
覚
さ
せ
る
べ

く
、
そ
の
霊
廟
の
モ
チ
ー
フ
を
国
会
議
事

堂
の
て
っ
ぺ
ん
に
据
え
た
の
で
す 

(

鈴
木

博
之
『
日
本
の
地
霊
』
講
談
社)

。 

こ
ん
ご
ん
じ
や
ま 

あ
ん
よ
う
じ 

お
お
く
ら
き
は
ち
ろ
う 

た
ま
た
ま 

し
ゅ
ん
ぽ
か
ん 

、
、
、
、
、
、
、 

べ 

だ
い
も
つ 

の 

づ 

、
、
、
、
、 

、
、 

あ
ん
よ
う
じ
や
ま 

よ
し
た
け
と
う
り 

た 

む 

け 

よ 


